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本連携計画において策定した基本方針に基づき、①地域と
生活特性に即した運行形態による移動手段の構築、②待合
所機能の整備とともに中心市街地と公共交通の連携体制の
構築、③市民へのバス利用の啓発及び情報発信ツールの整
備、④利用環境のバリアフリー化と冬季の利用環境の向上を
目標として掲げ事業を遂行していくものとする。

留萌市地域公共交通活性化協議会開催状況留萌市地域公共交通総合連携計画の目標

平成２３年６月２８日（火）
第１０回留萌市地域公共交通活性化協議会を開催

＜主な協議事項＞
・平成２２年度事業報告・決算
・平成２３年度事業・予算（案）
①小型低床バスの購入

・フィーダー系統確保維持事業
①地域内フィーダーによる本格運行
②地域内フィーダー協議会への移行

２３年度総合事業計画の概要

平成２２年度の実証運行の結果、日東団地線については
運行時間・曜日によっては需要が見込めることから、平成２３
年１０月から本格運行することに伴い、現在の交通事業者が
保有する車両では、当該系統への配車が車両数上困難であ
り、また日東団地は狭隘な地区であるため、特に冬期間にお
いては路上駐車や積雪等の状況により運行に支障をきたす
こと、バリアフリー化に対応していないこと等を勘案し、低床
バスを購入する。

小型低床バスの購入
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３）本格運行の効果

○ 冬期に入り乗車数は大幅に伸びている。
○ 第２便の乗車数が多く、通勤・通学よりも、通院、
買物での利用がなされていると思われる。

○ 運行開始日 平成２３年１０月１日

○ 運行ルート 便名：日東団地線

見晴町６丁目～留萌駅～留萌市立病院（往復）

○ 運行本数 平日４便、土日祝日全休

○ 運賃 大人２１０円、小人１１０円

○ 運行事業者 沿岸バス（株）

○ その他 地域公共交通確保維持事業による本格運行

１）本格運行の概要

４）今後の課題

○ 雪解け後(４月以降）の乗車数の維持。
○ 下り線の利用促進に向けた取り組みの検討。

２）本格運行の実績

平成２３年１０月～１２月の乗車状況

１０月 １１月 １２月 合計

１便（7:53 上り） １２１人 ２５７人 ２５５人 ６３３人

２便（10:00 上り） ２０２人 ２７１人 ４２３人 ８９６人

３便（11:30 下り） １１３人 １４９人 １８８人 ４５０人

４便（15:40 下り） ５３人 １６４人 ２５５人 ４７２人

合計 ４８９人 ８４１人 １,１２１人 ２,４５１人

１便平均乗車数 ６.１人 １０.５人 １３.３人 １０.０人

・平成２２年度の実証運行結果を踏まえ、地域の事情に即したバス
路線の整備・構築を図るため、小型バスを購入し、当該バス車両を
専ら地域公共交通確保維持改善事業を活用した系統である日東団
地線において使用することとした。

・日東団地線の本格運行及び小型バスの購入については、協議会
での合意を基本として関係者の理解が得られており、地域の実質的
な合意が形成されている。

・自己評価のとおり。

・地域関係者合意のもと、必要な交通体系が構築され、併せてハー
ド面の整備が行われた。日東団地地区の道幅が狭い地形や高齢者
の利用を考慮した小型バスの導入は評価できる。

自己評価のポイント

二次評価のポイント

２


